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 食 育 推 進 課 

「あいちのふるさと農林水産フェア」を開催しました 

県民の皆さんに愛知県の農林水産業や農山漁村の文化に触れ、食育や

地産地消等について楽しく学んでいただくため、平成２２年１１月２０

日（土）から２３日（火・祝）までの４日間、名古屋市東区のナゴヤド

ームにおいて「あいちのふるさと農林水産フェア」を開催しました。 

 

○新鮮な農林水産物やふるさと産品の販売 

県内各地から、キャベツ、ミニトマト、み

かん、レンコンなど新鮮な農産物が値ごろな

価格で販売され、愛知県産の新鮮な農林水産

物やふるさと産品を購入されていました。  
また、企画展示の「あいちのふるさと食品」

では、愛知県産の農林水産物を使った新商品

に、多くの来場者が関心を寄せていました。  
 

○三河の山里体感プラザ 

 手作りこんにゃくなどの特産品の販売やクリスマスリース作りや草木染めなどの

体験企画を通して、来場者が三河山間地域の山里文化を感じていました。 
 

○立浪和義氏によるトークショー 

 １１月２２日には、元中日ドラゴンズの

立浪和義氏のトークショーが行われました。 

 約３０分にわたり、「いろいろな健康食品

もあるが、必要な栄養は食事で取るのが一

番」など健康に気を使う元スポーツ選手ら

しい食の知識を披露されました。 

 

 

○体験コーナー 

１１月２０日、２１日には、小学生以下を

対象に、松かさを使ったクリスマスツリー作

りを行いました。  
また、２２日、２３日には、愛知のお茶の

試飲が行われ、愛知県ブースがにぎわいまし

た。  
 
今回は、「ドームうまいもんワールド」というタイトルの下、「あいち

のふるさと農林水産フェア」と「全国ご当地グルメフェア」が同時開催

され、１３４，０３３人の来場者があり、ピーク時には身動きが取れないほ

どのにぎわいを見せていました  

企画展示「あいちのふるさと食品」

立浪和義氏によるトークショー 

愛知のお茶の試飲 

情 報 サ ロ ン 



地域トピックス 

知多農林水産事務所 

2010 花半島事業フラワーフェスティバルｉｎ東浦が開催されました 

平成２２年１１月６日（月）～７日（日）の２日間、東浦町のイオンモール東浦で、

「２０１０花半島事業フラワーフェスティバルｉｎ東浦（以下、「フェスティバル」と

いう）」が開催されました。 

フェスティバルは、ＪＡあいち知多花半島構想を具体化した事業として開催され、

今回で４回目となります。 

 会場では、開催地の東浦町を始め知多半島５市５町がそれぞれで生産されている花

と特産物等を組み合わせたブースを出展し、知多半島が花いっぱい運動推進の場であ

ることを大いにＰＲしました。 

フェスティバルは、２日間で２,７５１名の来場者があり、来場者アンケート回答者

２,０００名にカーネーションの花束をプレゼントするなど、花の消費拡大を啓発する
ことができました。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

【開催状況】 

平成 19 年度 第１回 東海市開催 

平成 20 年度 第２回 阿久比町開催 

平成 21 年度 第３回 半田市開催 

平成 22 年度 第４回 東浦町開催 

平成 23 年度 第５回 常滑市開催予定 

 

【ＪＡあいち知多花半島事業構想】 

  花半島事業推進本部(事務局:JA あいち知多生活部、平成 16 年度設置)が中心とな

り、「知多半島をより一層快適な空間にしていくために、四季を通じて花の咲き乱れ

る地域を目指し、同時に、愛知県有数の花の産地である知多半島のイメージアップ

とこれらを通じて、知多半島の農業振興・地域振興に寄与する」ことを目的に、知

多半島５市５町及びＪＡの助成により運営されています。 

開会式 実行委員会長あいさつ 開催地 東浦町ブース 



 

                                    東京事務所農産物流通対策グループ 

銀座でフラワーウォーク 

～旬菜・旬花 まるごと「あいち」交流会～ 

  秋も深まる平成２２年１１月９日に、東京を代表する繁華街の銀座・ソニー

ビル及び有楽町駅前の東京交通会館で、知事トップセールスとして「あいちの

花 de フラワーウォーク」を開催しました。トップセールス３年目となる今

年は、全国一の生産量を誇る愛知の花きをＰＲしました。 

  「フラワーウォーク」とは景気低迷で花きの販売不振が続く中、愛知県花き

温室園芸組合連合会が花のある暮ら

しの推進と消費拡大を図る一環とし

て、生産者自らが街へ出る機会に花を

持って歩き、県民に花に親んでいただ

こうと、平成２０年５月に提唱したも

のです。今回は、このフラワーウォー

クを広く知ってもらい、東京の消費者

の方々にも参加していただこうと企

画しました。 

 ソニービルでは、１階エントランスホ

ールに 輪菊、スプレーマム、バラ、カー

ネーション、アルストロメリアなど約５

千本の切り花を飾り、屋外の展示場にポ

インセチア、ポットマム、パンジー、ミ

ニシクラメンなど約２千鉢の鉢花を飾り

ました。特に、ソニービル１階エントラ

ンスホールでは野菜・果樹と花きのコラ

ボレーション展示も行い、花の中にさり

げなくキャベツ、ブロッコリー、次郎柿

などをアレンジし、消費者に楽しんでい

ただきました。 

 なお、これらの展示は１１月８日(月)

から１１月１４日(日)までの１週間行い

ました。 

フラワーウォークに出発する知事と倉内会長 

花きと野菜・果樹のコラボレーション

屋外（ソニースクエア）での展示 

東 日 本 情 報 



  また、知立市の「ミスかきつばた」や、ＪＡのマ

スコット、まりくん（JA ひまわり）、みなみくん（JA

愛知みなみ）、トッピーちゃん（JA 豊橋）も参加し、

イベントを大いに盛り上げていただきました。 

  平日にもかかわらず大勢の消費者が集ま

ったソニービル１階エントランスホール

で、神田知事、ＪＡあいち経済連倉内会長

が愛知県産花きのＰＲを行いました。続い

て、県内の花き主要生産団体である愛知県

花き温室園芸組合連合会伊藤会長（ＪＡ愛

知みなみ組合長）、ＪＡひまわり柴田組合

長、ＪＡ豊橋白井組合長による、産地ごと

の特色ある花きの紹介がありました。 

その後、神田知事、倉内会長、ＪＡの組合長が、フラワーウォーク参加者へ花

束をプレゼントしました。花束は５本入りの豪華なもので、受け取る消費者から

歓喜の声があがりました。フラワーウオークには、神田知事、倉内会長、ＪＡの

組合長も参加し、銀座の繁華街で、多くの方々に愛知の花を見ていただきました。 

ゴールとなった東京交通会館では、花

束を持った参加者を始め多くの人々で賑

わいました。東京交通会館では、本県産

の野菜や果物をＰＲするため、フラワー

ウォーク参加者へのミニトマトのプレゼ

ントや、これからが旬となる愛知のキャ

ベツ、ふき、ブロッコリー、トマト、ぎ

んなん、次郎柿など青果物の展示及び販

売を行いました。販売が始まると、年末年始のバーゲンセールスを思わせるよう

な盛況で、消費者も販売する職員も汗をふきながらの即売会となりました。 

  知事トップセールスも３年目となり、首都圏における愛知産の認知度は以前に

比べて高まりつつあると思われますが、これからも活動を継続することが消費拡

大のためには大切であると考えます。  

東京交通会館で知事あいさつ 

みなみくん、まりくん、トッピーちゃん

（左から）

ＪＡの組合長による県産花きの紹介 



                                                 食 育 推 進 課 

 

平成２２年度 第１回卸売市場活性化実務講座について 

  卸売市場のせり人に対して、生鮮食料品等の流通等に関する幅広い知識を習得

してもらうために、第１回目の講座を愛知県三の丸庁舎で開催しました。 

  講座では、食育推進課から食品表示についての講義の後に、中部水産株式会社

取締役部長の神谷友成氏から、「市場の変化について」という演題で、市場におけ

る目に見える変化、見えない変化とそれに対応するためのせり人の心得について

講演がありました。ここでは神谷氏の講演内容の概要を紹介します。 

 

１  市場の変化 

  ①  目にみえる変化 

・漁獲量の減による入荷量の減少。 

・消費者が処理の必要な丸魚の購入を 

嫌うようになった。 

・魚の知識の少ないせり人の増加。 

（経費節減により研修等が不十分） 

・売れる魚がイワシ、サバからサケ(切身) 

カツオ(安価)、サンマ(認知度)に変化

している。 

  ②  目に見えない変化（消費者の価値観・購買の変化） 

・魚の消費量は、平成 18 年度から肉の消費量を下まわった。 

・消費者は毎日の夕食のメニューを決めるのは面倒と感じているが、押し付

けられるのは嫌がる。（量販店では、完成がイメージできるメニューを提案) 

・家庭におけるメニューの決定権は子供が持っている。 

・マイ包丁を持つ 20 代の男性が増え、結婚後は男性も夕食を作っている。 

 

２  変化に対する市場の現状 

・市場は変化を嫌い、例年通りの対応を選択しがちである。 

・このままではダメであると分かっているがどうして良いか分からない。 

・外部環境の変化に対応する方策については、総論賛成、各論反対である。 

 

３  今後の市場、せり人に求められるもの 

・市場は「言いっぱなし」から「提案型」に変わらなければならない。 

・消費者がほしい情報は産地が持っている。産地に一番近いせり人が情報伝

達をしなければならない。 

・小売の現場に出かけて情報収集をかかしてはならない。 

・実際の食卓のシーンをイメージした商品の提案や売文句（ポップ）が書け

る商品の販売が必要になる。 

講演する神谷氏 

西 日 本 情 報 



玄関にユリの花を飾るのが大好きな

妻、二人で種をまいてお水やりをかかさ

ない娘たち。ずっと花に囲まれ笑顔のた

えない家族でいれるようパパは毎日がん

ばります。 

 園 芸 農 産 課  

愛知県の「花育」の取り組み 

１ 「花育」とは 

  「花育」とは、幼児・児童の成長期において、花と緑に親しみ・育てる機会を提供し、

やさしさや美しさを感じる情操を育むとともに、花や緑を介して地域のつながりを深め

るなど、花を教育、地域活動に取り入れる取り組みです。 

「花育」の効果 

①感謝する気持ちを育む ②やさしい気持ちを育む 

③探究心や想像力を育む ④人とのつながりを作り、広げる 

⑤子どもだけでなく家族や周囲の人々へもよい影響を及ぼす波及効果への期待 

２ 花の王国あいち推進事業での取り組み 

  本県は、愛知県花き温室園芸組合連合会、愛知県経済農業協同組合連合会とともに、

「花の王国あいち推進事業」として花育活動を行っております。 

①地域における花育教室の実施 

花き生産者、流通関係者、公益社団法人日本フラワー

デサイナー協会等が小中学校に出向き、花の栽培の説明

やフラワーアレンジメント、花の寄せ植え等の実習を開

催し、花に親しむ機会をつくりました。 

②花に込めたメッセージ募集 

花を贈る時に相手に伝えたいメッセージを県民から募集し、優秀作品には、花をプ

レゼントしています。平成２２年度は、８３１名の応募があり、普段は言えない感謝

の気持ちを込めたメッセージが多く寄せられ、多くの方に花への興味や関心を持って

いただきました。 

 

 

 

 

 

 

③あいちキッズ・フラワー・フェスタ 

愛知県の花き関係者が一同に集い、子ども達にあいちの花のすばらしさを伝えるイ

ベントとして、愛知名港花き地方卸売市場（平成２２年７月２５日）で開催しました。 

子ども達が実際に機械を操作しながらセリの体験を行い、花の流通についても楽し

く学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本ﾌﾗﾜｰﾃﾞｻﾞｲﾅｰ協会愛知県支部

から講師を招き、親子でﾌﾗﾜｰ･ｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ 

花き生産者による花育教室 

機械セリの体験 

フラワーページ 



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：れんこん）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２１年実績 ５０８ ２７８ ３７３ ３８６ 茨城 (４４％)
(５５％)

２２年見通し ５００ － ３７０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛西市を始め海部地区を中心に入荷。 今年は厳冬が予想され、煮物の材料の需要
愛知の作柄は前年よりはやや少なく、茨 は高まることが予想される。若い人を中心に

城は前年並みとなる見込み。需要は年末２ 歯ごたえのある食べ物は避けられる傾向にあ
５日以降に集中する。品薄による価格の上 るので、従来の調理法に加え、ペースト状に
昇が予想される。品種は、愛知では備中ロ して汁物、鍋ものの具材にするなど、新しい
ータスが中心。最近は箱詰め、販売のしや 食べ方を提案していくことも必要。
すさからダルマ系がよく出ている。 例年出荷時期が集中するため、大きなピー

クを作らず、価格維持する等の工夫も必要。

○ 東京都中央卸売市場（品目：サニーレタス）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２１年実績 ６５８ １２４ ２５４ ２８５ 茨城 (３７％)
(１９％) 福岡 （１３％）

２２年見通し ６３０ － ２６０ －

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

茨城の秋作は終盤を迎え、本県産と静岡 サニーレタスは業務需要のウエイトが高く
からの入荷が増加してくる。 他県産地のレベルが上がっているため、生産
愛知は高温、干ばつの影響も薄れ、順調 量を確保しより一層の安定出荷をお願いした

である。静岡は夏場の高温、干ばつの影響 い。
で生育が遅れており、12月中旬まで入荷量 切り口の処理、低温輸送などの鮮度保持は
は少ない見込みである。 もちろんのこと、色づけにも十分注意して出
入荷量は前年をやや下回り、価格は前年 荷して欲しい。

をやや上回る見込みである。



名古屋・東京市場における青果物の１２月の見通し

１１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 ３７，９７２ 170 188 255 愛知 30%
１８年 ３８，８９５ 156 184 208 北海道 25%
１９年 ３８，２６６ 194 187 218 茨城 6%
２０年 ３７，８０３ 203 200 216 長野 4%
２１年 ３７，１９２ 180 183 208

５ ヵ年平均 ３８，０２６ － － －

２２年見通し ３５，２００ － － －

１７年 ２，４１４ 45 71 99 千葉 44%
１８年 ２，１３０ 42 47 51 愛知 32%
１９年 ２，２７４ 71 64 59 静岡 6%
２０年 ２，３４８ 82 71 59 徳島 6%
２１年 ２，２６３ 48 48 67

５ ヵ年平均 ２，２８６ 58 61 68

２２年見通し ２，２００ 70 70 70

１７年 ２，５１９ 84 88 124 愛知 65%
１８年 ２，８２８ 67 66 74 岐阜 14%
１９年 ２，８２８ 102 75 94 千葉 12%
２０年 ２，６４４ 103 91 90 北海道 5%
２１年 ２，５４６ 67 65 75

５ ヵ年平均 ２，６７３ 85 77 91

２２年見通し ２，５００ 80 80 110
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９７
６９
８９
９５
６９

８４

　産地は愛知中心で、岐阜は上旬まで、熊
本は下旬に出てくる。今年は入荷量不足に
よる高単価が続いたが、12月には少し落ち
着くも、平年よりやや高めで推移する。
　入荷量は前年並みで、価格は安かった前
年を大幅に上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は地元愛知と千葉中心。作付面積は
減少している。播種期の低温、梅雨明け後
の高温による前月出荷分の生育遅れから今
月はほぼ回復する見込み。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年を大幅に上回る見込み。

　産地は地元愛知と北海道が中心。葉も
の、根菜を中心に、梅雨明け後の高温、干
ばつよる生育不良で入荷量は少なく小玉傾
向。北海道の土ものは昨年より入荷量少な
く、高騰する見込み。
　入荷量は、前年をやや下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

９０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

１９７

２３２
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き
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１１月１９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 １３７，５４４ 181 214 288 千葉 21%
１８年 １４０，４１２ 173 199 232 茨城 17%
１９年 １３９，４７７ 212 216 237 北海道 13%
２０年 １３９，３５２ 221 218 236 愛知 7%
２１年 １３９，９４２ 190 191 243 （愛知産比率 7%)

５ ヵ年平均 １３９，３４５ － － －

２２年見通し １３４，０００ － － －

１７年 １３，８６２ 43 59 85 千葉 49%
１８年 １２，８７２ 39 42 54 神奈川 45%
１９年 １３，９０５ 67 62 62 茨城 2%
２０年 １３，１３２ 78 68 59 徳島 2%
２１年 １２，６９４ 46 44 66 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １３，２９３ 55 55 65

２２年見通し １２，７００ 52 55 52

１７年 ８，８６１ 83 92 137 千葉 80%
１８年 ９，９０５ 68 70 82 埼玉 8%
１９年 １０，０４６ 103 93 104 茨城 7%
２０年 ８，８７７ 114 102 117 香川 3%
２１年 ９，５１７ 77 74 87 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ９，４４１ 89 86 105

２２年見通し ７，２００ 120 115 125
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ん

１０５
７３

１００
１１０
８０

９３

　千葉を中心とした関東産地からの入荷が
本格化する。千葉は夏場の高温、干ばつの
影響が予想以上に残り、生育遅れと小振り
の比率が高い、作柄も平年を下回る見込
み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

５３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心となる。千葉
は夏場の高温、干ばつの影響が残り、生育
遅れがある。神奈川は高温・干ばつから回
復し概ね順調で平年並みの入荷が見込まれ
る。
　入荷量は前年並み、価格も前年並みの見
込み。

　関東産地からの入荷が中心で、土物類は
前月に続き北海道からの入荷となる。全般
的に夏場の高温、干ばつなど天候不順の影
響が残るものもあり、小玉傾向などサイズ
が小さいものの入荷が見込まれる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

１２０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２１７

２３０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 ４，１１７ 54 64 79 愛知 58%
１８年 ３，８３４ 42 50 50 茨城 27%
１９年 ３，９１４ 54 58 61 長野 6%
２０年 ３，９６５ 61 65 68 岐阜 5%
２１年 ３，６９６ 45 48 54

５ ヵ年平均 ３，９０５ 51 57 63

２２年見通し ３，６００ 60 50 70

１７年 ２，９６１ 76 108 173 愛知 90%
１８年 ３，２７１ 32 45 44 茨城 7%
１９年 ３，４１９ 70 79 73 鹿児島 1%
２０年 ３，３８７ 116 104 101
２１年 ３，３８５ 41 40 73

５ ヵ年平均 ３，２８５ 67 75 91

２２年見通し ３，３００ 100 100 100

１７年 ３４６ 385 588 879 愛知 84%
１８年 ４８７ 246 310 277 群馬 8%
１９年 ４９０ 388 342 284 岐阜 3%
２０年 ４３７ 480 404 352 茨城 2%
２１年 ３９３ 395 425 498

５ ヵ年平均 ４３０ 375 402 431

２２年見通し ４００ 400 300 500

３３７
４１０
４３６

３９６

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は地元愛知主体で、群馬、徳島。愛
知は高温による定植の遅れと病害虫の発生
により生育が遅れていたが、今月は回復し
てまとまった入荷となり、価格も落ち着く
見込み。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り下回る見込み。
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１００

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　産地は愛知、茨城中心。播種期の高温・
干ばつの影響が残り、生育はやや遅れ気味
で小玉傾向。今年は価格高から前進出荷が
見込まれ大きな入荷のピークはなく、高単
価のまま推移する見込み。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
安かった前年を大幅に上回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は地元愛知と茨城中心。梅雨明け後
の高温、干ばつの影響でやや巻きが甘く、
切り上がりは早くなる見込みだが、１月ま
では潤沢な入荷が見込まれる。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年を大幅に上回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 １５，５２３ 36 39 56 茨城 96%
１８年 １４，３０７ 25 29 32 群馬 1%
１９年 １４，９５１ 37 37 43 栃木 1%
２０年 １４，８４４ 47 47 49 岩手 0%
２１年 １４，７２７ 28 27 33 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １４，８７０ 35 36 43

２２年見通し １４，１００ 65 55 60

１７年 １２，３６５ 73 108 150 愛知 50%
１８年 １３，１０５ 34 46 45 千葉 33%
１９年 １２，８４５ 70 72 67 神奈川 8%
２０年 １２，５３６ 112 100 88 茨城 5%
２１年 １３，９４８ 47 44 75 （愛知産比率 50%)

５ ヵ年平均 １２，９６０ 66 73 84

２２年見通し １２，５００ 100 80 90

１７年 １，９５６ 317 460 676 群馬 36%
１８年 ２，０６１ 281 402 327 千葉 19%
１９年 ２，０３２ 381 369 352 茨城 19%
２０年 ２，０４３ 413 350 320 埼玉 17%
２１年 １，８９９ 358 362 507 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １，９９８ 350 388 433

２２年見通し ２，０８０ 355 330 365

３６７
３６０
４０６

３８７

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心となる。群馬
は、高温、干ばつの影響も薄れ、生育順調
である。千葉、茨城は概ね生育順調、埼玉
は遅れていた生育も回復傾向。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　千葉を始めとする関東産地に愛知からの
入荷が本格化する。千葉は高温、干ばつの
影響が残り、生育が遅れ気味で小玉傾向。
愛知の生育は高温、干ばつの影響は薄れ、
概ね順調であるも、小玉傾向である。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野に代わり茨城からの入荷が中心とな
る。茨城の生育は高温、干ばつによる発芽
不良や徒長、活着不良が散見された。全体
的にやや小玉傾向で出荷も遅れ気味。
　入荷量はやや前年を下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 １，３０２ 266 302 455 愛知 21%
１８年 １，３１４ 257 274 266 大分 13%
１９年 １，３８５ 368 329 369 静岡 13%
２０年 １，４４２ 303 292 337 群馬 10%
２１年 １，４７７ 283 308 391

５ ヵ年平均 １，３８４ 296 301 364

２２年見通し １，３５０ 350 350 350

１７年 １，６８２ 135 241 378 兵庫 43%
１８年 ２，４００ 114 159 175 愛知 15%
１９年 １，９５９ 174 188 178 静岡 13%
２０年 １，６０７ 294 259 296 熊本 10%
２１年 １，６１５ 188 181 240

５ ヵ年平均 １，８５３ 175 201 245

２２年見通し １，７００ 180 200 230

１７年 １，２４０ 272 361 456 愛知 38%
１８年 １，１６３ 371 434 727 宮崎 25%
１９年 ２，３１６ 166 233 276 高知 21%
２０年 １，２６７ 394 398 433 鹿児島 13%
２１年 １，２４２ 316 347 463

５ ヵ年平均 １，４４６ 283 336 439

２２年見通し １，２１０ 390 370 390
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　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、宮崎、高知中心。各産地と
も作付面積は前年並み。前月は高温の影響
で棚もちが悪かったが、今月は順調な出荷
を見込む。冷え込みが早いと入荷量が減少
する。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並みとなる見込み。

３５０

 前年及び本年の

２１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は兵庫中心で、あと茨城の残量。兵
庫の生育は夏場の少雨により順調。愛知は
ブロッコリーへの転換が増え、面積減少し
ている。静岡は定植の遅れから生育が遅れ
ている。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
並みとなる見込み。
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 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知の長ねぎ、静岡、群馬、大分
の白ねぎ。愛知の長ねぎは夏の高温で根の
張りが悪く太さ不足で、平年より３、４割
少ない見込み。静岡も量少なく、高単価で
推移する。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや上回る見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 ６，５０５ 174 208 298 千葉 25%
１８年 ６，６３３ 185 180 184 埼玉 24%
１９年 ６，４８６ 268 235 270 茨城 14%
２０年 ６，８２６ 207 172 209 群馬 12%
２１年 ６，４６４ 205 216 298 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ６，５８３ 208 202 251

２２年見通し ６，２００ 270 260 280

１７年 ７，２０６ 141 256 403 静岡 29%
１８年 ８，６５１ 126 170 179 茨城 16%
１９年 ８，３２２ 178 190 181 香川 15%
２０年 ７，５４４ 265 246 275 兵庫 10%
２１年 ７，３８３ 185 187 237 （愛知産比率 3%)

５ ヵ年平均 ７，８２１ 178 208 250

２２年見通し ７，０９０ 200 220 225

１７年 ４，９７６ 294 373 476 宮崎 32%
１８年 ４，２７６ 379 464 774 千葉 19%
１９年 ４，８１３ 342 381 462 高知 18%
２０年 ４，９４９ 413 408 451 埼玉 16%
２１年 ４，９８９ 333 363 475 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ４，８０１ 351 396 521

２２年見通し ４，９００ 350 380 440

２３０
１８３

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

３８０
５３２
３９４
４２３
３９０

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

３９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地に加えて西南暖地からの入荷が
増加してくる。埼玉の生育は順調で平年並
の入荷見込み。千葉は初期生育があまり良
くなく根の張りが弱い。宮崎は生育順調で
安定した出荷が見込まれる。
　全体の入荷量は前年並み、価格は前年並
みの見込み。

４２１

 前年及び本年の

２１５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡からの入荷が本格化し、香川、兵庫
からの入荷も続く。静岡は定植後の高温干
ばつでやや生育遅れが見られる。香川も同
様である。兵庫は高温、干ばつによる生育
遅れが回復しつつある。
　入荷量はやや前年を下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

２６３
１６１
１８３
２６２
２０５

２１２

 前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が本格化してくる。
千葉は高温、干ばつの影響が薄れている
も、品質低下が見られる。茨城、埼玉は高
温、干ばつ、秋雨の影響が残り、生育の遅
延が見られる。
　全体の入荷量はやや前年を下回り、価格
は前年をかなり上回る見込み。

２５８
１９６
２４３

２２２

品
目
名

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 ４２６ 353 379 366 愛知 48%
１８年 ４４５ 337 375 381 熊本 46%
１９年 ４４１ 370 363 343 鹿児島 3%
２０年 ４２７ 349 357 359 高知 2%
２１年 ４５７ 372 381 327

５ ヵ年平均 ４３９ 356 371 355

２２年見通し ４３０ 350 350 350

１７年 ８３４ 401 403 431 愛知 37%
１８年 １，０９８ 320 252 209 熊本 32%
１９年 ８２５ 539 400 355 三重 21%
２０年 ８６６ 395 313 308 岐阜 8%
２１年 ９５３ 347 254 250

５ ヵ年平均 ９１５ 394 318 303

２２年見通し ９２０ 350 300 270

１７年 ２１８ 685 771 851 愛知 49%
１８年 ２７１ 546 414 505 熊本 43%
１９年 ２２８ 844 857 697 和歌山 7%
２０年 ２２８ 758 646 667
２１年 ２９４ 486 483 605

５ ヵ年平均 ２４８ 650 617 655

２２年見通し ２５０ 500 600 650

品
目
名

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

５８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、熊本中心。作付は前年並み
で、高温の影響からは回復する見込み。小
玉傾向だが着果は良好。今後冷え込みが早
まると、入荷量の急激な減少も発生する。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
かった前年をかなり上回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

７７５
４８６
７９３
６８５
５２２

６３９

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は西に切替り、愛知、熊本、三重中
心。夏場の高温の影響からはほぼ回復。熊
本、三重でやや生育遅れ。入荷の大きな
ピークはできず、高単価で推移する見込
み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は安
かった前年をかなり上回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

４１１
２６０
４２４
３３７
２８２

３３６

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知の千両と熊本の長なす中心。
愛知は高温による花落ち等が発生し数量の
増加は見込めない。熊本は生育遅れ気味
だったが回復傾向。量販店で販売面積も減
り、需要が弱くなる時期。
　入荷量、価格ともに前年をやや下回る見
込み。
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す
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３６５
３５９
３５５
３６２

３６１

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場

0

400

800

1200

1600

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月

数量
t

0

100

200

300

400

500

単価
円/Kg

0

500

1000

1500

2000

2500

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月

数量

t

0

100

200

300

400

500

単価

円/Kg

0

100

200

300

400

500

600

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月

数量
t

0

200

400

600

800

1000

1200

単価
円/Kg



※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 ２，１２５ 422 405 371 高知 59%
１８年 １，９６２ 246 444 408 福岡 18%
１９年 ２，０７１ 416 388 395 佐賀 6%
２０年 ２，０５１ 399 407 393 熊本 6%
２１年 ２，００１ 435 408 355 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ２，０４２ 385 410 384

２２年見通し ２，２００ 350 370 360

１７年 ４，４７４ 415 416 468 熊本 43%
１８年 ５，９７３ 343 274 244 愛知 17%
１９年 ４，５６１ 557 434 377 千葉 10%
２０年 ４，６５２ 462 364 367 栃木 8%
２１年 ５，３７３ 369 312 312 （愛知産比率 17%)

５ ヵ年平均 ５，００７ 423 353 346

２２年見通し ４，８００ 390 370 380

１７年 ９７６ 625 739 851 熊本 28%
１８年 １，３０３ 532 438 491 愛知 27%
１９年 １，０２７ 818 848 706 千葉 13%
２０年 １，０５３ 709 609 652 宮崎 11%
２１年 １，２９０ 462 430 553 （愛知産比率 27%)

５ ヵ年平均 １，１３０ 617 595 636

２２年見通し １，１００ 590 630 670

品
目
名

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

６３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地と愛知、熊本からの入荷が中心
となる。愛知,熊本とも夏場の高温、干ばつ
の影響が残り、一部に生育は遅れがみられ
る。千葉県は生育遅れが見られるとともに
小玉傾向。
　入荷量は多かった前年を大幅に下回り、
価格は前年を大幅に上回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

７４０
４８５
７８８
６５４
４８０

６１５

 前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地に加え、西南暖地と愛知からの
入荷が本格化する。熊本は夏場の猛暑の影
響で玉肥大は進まずM・Sが中心階級となる
見込み。千葉の生育は若干遅れ気味でM・S
が中心階級となる見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

４３３
２８４
４４７
３９６
３３０

３７１

 前年及び本年の

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地にかわり、西南暖地からの入荷
が本格化する。高知の生育は１週間程度の
遅れが見られるものの品質は良好。福岡の
生育は概ね順調で平年並みの出荷見込み。
佐賀も生育順調で平年を上回る出荷とな
る。入荷量は少なかった前年をかなり上回
り、価格は前年をかなり下回る見込み。
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す

３９９
４２５
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４００
４００

４０５
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 ５６１ 358 357 365 宮崎 43%
１８年 ３７０ 313 407 697 鹿児島 40%
１９年 ４３５ 380 338 352 高知 17%
２０年 ３５０ 491 579 527 0 0%
２１年 ３７６ 424 489 517 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ４１８ 389 423 475

２２年見通し ３８０ 400 450 500

１７年 ３，６１３ 94 96 97 北海道 78%
１８年 ３，５５１ 98 100 92 長崎 22%
１９年 ３，０６２ 78 84 84 京都 0%
２０年 ３，０６８ 89 90 80 0 0%
２１年 ２，９３９ 129 124 97 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ３，２４７ 97 99 90

２２年見通し ２，７００ 150 150 150

１７年 ５，８８１ 86 76 75 北海道 97%
１８年 ５，８７２ 75 82 69 アメリカ 2%
１９年 ５，８３２ 70 66 63 兵庫 1%
２０年 ６，０９４ 67 66 58 中国 0%
２１年 ６，０１３ 94 96 76

５ ヵ年平均 ５，９３８ 78 77 68

２２年見通し ５，２００ 150 150 150

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道中心で、高価格が続き、業
務需要に対応できないことから輸入ものが
増えてくる。高温の影響から全体的に小玉
傾向でＬ、Ｍ中心となる見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は高
かった前年を大幅に上回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

７９
７５
６６
６４
８７

７４

 前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道中心で、あと長崎。前月に
引き続き、北海道は定植の遅れと播種時の
多雨から小玉傾向で、平年になく少ない収
穫量を計画的に出荷。長崎は生育順調だが
数量は少ない見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は高
かった前年を大幅に上回る見込み。
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ょ

９６
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８２
８７

１１５

９５

 前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は西南暖地中心。各地とも作付面積
は微増で、生育は良好。前月中下旬に入荷
のピークを迎え、今月中旬以降、気温の低
下とともに数量は減少する見込み。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
下回る見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 １，７５２ 286 333 375 茨城 46%
１８年 １，５７１ 275 390 685 宮崎 25%
１９年 １，５７９ 377 360 358 高知 16%
２０年 １，６４２ 488 522 457 鹿児島 11%
２１年 １，４００ 396 508 564 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 １，５８９ 363 420 483

２２年見通し １，６００ 380 420 490

１７年 ７，４２６ 101 103 105 北海道 88%
１８年 ７，６４０ 110 110 114 長崎 11%
１９年 ８，０９４ 85 90 91 鹿児島 1%
２０年 ８，０９３ 97 96 97 0 0%
２１年 ７，８９２ 131 132 140 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ７，８２９ 105 106 109

２２年見通し ７，５００ 130 140 150

１７年 １０，５２３ 95 98 100 北海道 93%
１８年 １０，３１３ 85 87 88 米国 3%
１９年 １０，００９ 74 76 77 中国 3%
２０年 １０，５０９ 75 74 73 0 0%
２１年 １０，２０６ 106 115 118 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １０，３１２ 87 90 91

２２年見通し ９，７００ 115 120 125

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　春先まで北海道中心の入荷が続く。早生
種から中晩生種へと切り替わる。夏場の高
温、局地的な大雨で病害が発生し、サイズ
もＬ中心の小玉傾向。貯蔵時の劣化も見ら
れる。
　入荷量は少なかった前年をやや下回り、
価格は前年をやや上回る見込み。

た
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ぎ

９８
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７５
７４

１１３

８９

 前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷が中心となる。北海道
内の産地により作柄の差があるものの天候
不順により全体的に小玉傾向。長崎は好天
が続いており、生育順調である。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。
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１３４

１０７

 前年及び本年の

４３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城に加えて西南暖地からの入荷が始ま
る。茨城の生育は品質・肥大とも良好であ
り、順調な入荷が見込まれる。高知、宮崎
の生育は概ね順調。鹿児島は高温、干ばつ
の影響が一部に残り着果量の減少が見られ
る。入荷量は前年をかなり上回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 １７，８９２ 192 250 278 静岡 20%
１８年 １４，１９７ 297 341 380 愛知 20%
１９年 １５，２０７ 230 276 302 フィリピン 14%
２０年 １３，５３５ 272 307 331 和歌山 9%
２１年 １３，２５１ 227 268 277

５ ヵ年平均 １４，８１６ － － －

２２年見通し １１，４００ － － －

１７年 ８，１６４ 128 130 183 静岡 41%
１８年 ６，００３ 281 286 313 愛知 35%
１９年 ７，６７５ 138 138 176 和歌山 17%
２０年 ６，１５５ 230 240 259 熊本 3%
２１年 ６，３３７ 139 159 184

５ ヵ年平均 ６，８６７ － － －

２２年見通し ５，５００ 260 260 260

１７年 ６５１ 1,198 1,790 2,259 愛知 57%
１８年 ７４０ 1,148 1,433 1,636 熊本 18%
１９年 ６３６ 1,429 1,611 1,912 三重 10%
２０年 ７１７ 1,126 1,284 1,556 鹿児島 7%
２１年 ６４７ 1,163 1,180 1,539

５ ヵ年平均 ６７８ － － －

２２年見通し ６２０ 1,200 1,300 1,550

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

果
　
　
実
　
　
計

２３７
３３９
２６９
３０３
２５７

２７９  前年及び本年の

３４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　春の天候不順による花落ち・着果不良
と、梅雨明け後の高温の影響で、果樹を中
心に入荷は平年になく少量となる見込み。
中心となるみかんも裏年で小玉傾向。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

み
　
　
か
　
　
ん

１４７
２９５
１５２
２４４
１６３

１９４  前年及び本年の

２６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は静岡、愛知、和歌山中心。裏年で
出荷は遅れているが、大玉傾向でＭ－Ｌ中
心。単価高が見込まれるため、１ネット当
たりの玉数を抑えた販売となる。年内は平
年の90～95％の入荷量を見込む。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
かった前年を大幅に上回る見込み。

い
　
　
ち
　
　
ご

１，７７０
１，４３７
１，６８６
１，３２９
１，３０７

１，５００  前年及び本年の

１，４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、熊本中心。高温による定植
の遅れから、５～１０日生育遅れが発生
し、11月入荷分が12月に出回る見込み。中
下旬の数量は平年並みにある見込み。全国
的に炭疽病が発生している。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１７年 ６８，９６４ 231 379 311 愛媛 28%
１８年 ５５，８０１ 339 386 411 和歌山 11%
１９年 ６３，６３６ 267 322 324 長崎 8%
２０年 ６０，８７０ 292 324 345 フィリピン 8%
２１年 ６２，４３０ 245 279 287 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ６２，３４０ － － －

２２年見通し ５９，０００ － － －

１７年 ４０，７８０ 149 160 206 愛媛 45%
１８年 ３１，１１７ 284 292 187 和歌山 17%
１９年 ３９，３８４ 179 190 291 長崎 13%
２０年 ３５，１０１ 242 245 243 熊本 8%
２１年 ３６，８５６ 167 170 175 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ３６，６４８ 200 207 222

２２年見通し ３３，０００ 260 260 280

１７年 ３，０７１ 1,290 1,813 2,213 栃木 43%
１８年 ３，３２６ 1,235 1,429 1,770 福岡 16%
１９年 ３，１２８ 1,434 1,538 1,982 茨城 12%
２０年 ３，１９７ 1,270 1,276 1,627 佐賀 11%
２１年 ３，０５７ 1,236 1,312 1,639 （愛知産比率 3%)

５ ヵ年平均 ３，１５６ 1,292 1,472 1,844

２２年見通し ２，９００ 1,500 1,500 1,700

 前年及び本年の

１，６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　栃木、福岡、茨城等中心に入荷。栃木の
生育は定植期の高温・乾燥により遅れがみ
られたが回復傾向にあるが、やや小玉傾
向。福岡も生育遅れがみられるが、中旬以
降は昨年並の入荷予想。茨城も小玉傾向。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回ると見込まれる。

い
　
ち
　
ご

１，８０２
１，５２５
１，６８３
１，４０２
１，４３０

１，５６７

 前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛媛中心に和歌山等から普通温州が入荷
する。愛媛は極早生、早生同様に生育不良
であり、小玉果比率が高い。また、食味は
酸味がやや目立つ。熊本県も小玉傾向であ
るが概ね順調な生育である。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回ると見込まれる。

み
　
　
か
　
　
ん

１６７
２８９
１８５
２４３
１７２

２０７

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　みかん中心にりんご、いちごなどが入荷
する。りんごは全体に小玉傾向であるが台
風被害もなく入荷順調で、上位等級多い見
込み。年末ギフト需要の時期であるが不景
気感が強いため相場面で不安要素がある。
入荷量は前年をやや下回り、価格は前年を
かなり上回ると見込まれる。

果
　
　
実
　
　
計

２７５
３８１
３０７
３２２
２７２

３０９  前年及び本年の

３００

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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切　花　・　鉢　花　の　１２　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１１月２６日現在）

実 １８年 ４，６２０ ４９

１９年 ４，２３１ ６２

績 ２０年 ４，３８７ ５２

２１年 ３，４４１ ６２

４，１７０ ５６

３，５００ ６０

概
　
要

実 １８年 ２，７８８ ２８

１９年 ２，６５７ ３１

績 ２０年 ２，８４６ ２６

２１年 ２，３３５ ３０

２，６５７ ２９

２，３５０ ３０

概
　
要

実 １８年 １，４０７ ４５

１９年 １，１７７ ４６

績 ２０年 １，２３３ ４１

２１年 １，２０６ ４１

１，２５６ ４３

１，２００ ４５

概
　
要

実 １８年 ３５０ ５０

１９年 １９４ １１２

績 ２０年 ２１３ ８９

２１年 １７５ ９７

２３３ ８１

２００ ８５

概
　
要

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

愛知、三重、沖縄他から入荷。愛知は夏の高温の影響で立枯れ等が発生し、今月出荷分は
翌月にずれ込んだ。黄菊も作付が１割減少。沖縄の作付面積は前年並みで、台風の影響も
なく順調な入荷を見込む。白菊は後半品薄。入荷量は少なく堅調な動きとなる見込み。

　　　　　区分
実績等

４ヶ年平均

２２年見通し

４ヶ年平均

２２年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　愛知を中心に長野、和歌山等から入荷。前月までは高冷地産の減少により安定した価格
で販売できたが、12月上旬までは引きが弱まりやや軟調となる。月後半は長いサイズを中
心に年末需要から堅調な動きとなる見込み。

４ヶ年平均

沖縄、静岡、愛知から入荷。沖縄は長雨などの天候不順により作付けの遅れや生育不良が
見られ、作付面積は前年を下回る。沖縄以外も同様で、少なめの入荷量が見込まれる。入
荷のピークは24日頃となり堅調な取引が予想される。

４ヶ年平均

２２年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

２２年見通し

高知、和歌山、熊本から入荷。各産地とも生育は順調で、品種は日持ちに定評のある「ア
ルタイル」中心となる。月前半は入荷が集中することで軟調となるも、後半は年末需要も
あり、業務需要を中心に堅調な動きとなろう。

単位：千本、円／本
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実 １８年 ５８８ １７２

１９年 ５３７ １９３

績 ２０年 ５０７ １６３

２１年 ４３７ １６８

５１７ １７５

４６０ １８０

概
　
要

実 １８年 ５７０ １０４

１９年 ５３７ １１６

績 ２０年 ４５９ １１９

２１年 ４０２ １２１

４９２ １１４

４６０ １２０

概
　
要

実 １８年 ９０２ ８４

１９年 ８４９ ８４

績 ２０年 ８５２ ８６

２１年 ８９５ ８１

８７４ ８４

９００ ８５

概
　
要

実 １８年 ４，９５５ ７０

１９年 ４，８３１ ７５

績 ２０年 ５，００９ ６４

２１年 ４，５９７ ６４

４，８４８ ６８

４，６００ ６５

概
　
要

枝
　
　
も
　
　
の

４ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

ゆ
　
　
　
　
り

４ヶ年平均

２２年見通し

　高知、愛知、静岡、新潟等から入荷。オリエンタル系は生育遅れから回復し、潤沢な入
荷を見込む。てっぽうゆり、ＬＡ系は作付けが年々減少し、年末までは少なめの入荷とな
る。前半は業務需要中心で苦しい展開が予想されるが、年末は需要の増により堅調とな
る。

ば
　
　
　
　
ら

４ヶ年平均

２２年見通し

　愛知、岐阜、三重、和歌山から入荷。各産地とも、年末需要とクリスマスの時期に出荷
のピークを合わせてくる。クリスマス時期の赤系の価格が数年来低迷しているが、今年に
は出荷量がやや少ないことから堅調に推移する見込み。

２２年見通し

　愛知、長野、静岡、熊本から入荷。正月用花材は愛媛、茨城を中心に前年並みの入荷。
南天は雪害と夏場の高温により、枝折れや実の落下が発生し量がかなり少ない。ボケ、ユ
キヤナギ等促成物は長野から前年並みの入荷。月前半の稽古花材から後半クリスマス、正
月花材へと需要は変化する。

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

４ヶ年平均

２２年見通し

　高知、徳島、鹿児島、静岡、愛知等から入荷。シンビジウムは夏の高温の影響で一部花
とびも発生しているが、入荷は安定する。コチョウランも回復してくるが、カトレアは年
内不安定な入荷が予想される。価格はやや軟調だが、後半は年末需要で堅調となろう。

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　11月5日現在）

１７年 １５，２５１ ８９３

実 １８年 １２，３３６ ９６９

１９年 １５，１８２ ８７９

績 ２０年 １４，８２０ ７２８

２１年 １１，８９８ ７３０

１３，８９７ ８４０

１０，０００ ７００

概
　
要

１７年 ２２，９１６ ４８６

実 １８年 １５，３１７ ５２６

１９年 ２７，６２６ ３９９

績 ２０年 １８，１６２ ５３２

２１年 １２，０３５ ４８２

１９，２１１ ４７６

１１，０００ ４００

概
　
要

１７年 ７５６，７２２ ３９６

実 １８年 ６６３，２５２ ４４９

１９年 ６９８，７１７ ４６４

績 ２０年 ７１８，３２７ ４０３

２１年 ６１６，４２７ ４００

６９０，６８９ ４２２

６５０，０００ ３５０

概
　
要

シ
ャ

コ
バ
サ
ボ
テ
ン

品
目

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類

入荷量は昨年より減少か。ユッカ、ヒロバドラセナの遅れが原因。８号鉢等、中鉢サイズ
がメインとなる。
昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（５９％）、２位鹿児島
（２１％）、３位岐阜（８％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２２年見通し

５ヶ年平均

２２年見通し

シ
　
ク
　
ラ
　
メ
　
ン

入荷量は増加か。夏の猛暑で１１月入荷のものが、この月にずれ込んだためか。ピークは
上旬。昨年同様、５号鉢は相対取引が主体となるが、場合によってはセリ品が増加し、相
場はやや下落する可能性あり。
昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（３７％）、２位山梨
（１３％）、３位長野（１２％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

入荷量は減少か。２色植え等に注目が集まる他は他の鉢花の入荷におされて、厳しい動き
となりそう。
昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（９７％）、２位茨城
（３％）となっている。

５ヶ年平均

２２年見通し

単位：鉢、円／鉢
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１７年 １５４，４７５ ２，８４５

実 １８年 １５６，４４１ ２，８０２

１９年 １６２，４２８ ２，７６５

績 ２０年 １６７，９４１ ２，３０５

２１年 １３９，２３０ ２，３００

１５６，１０３ ２，６０６

１２０，０００ ２，２００

概
　
要

１７年 ３６，８４８ １８３

実 １８年 ３６，４７７ １６２

１９年 ４１，７３６ ２０６

績 ２０年 ３７，０７８ ２０４

２１年 ３４，０１６ ２００

３７，２３１ １９１

３４，０００ １９０

概
　
要

１７年 ７１９，２３７ ３８

実 １８年 ６４８，０８３ ３０

１９年 ６６０，５４０ ４６

績 ２０年 ９７７，９５４ ２９

２１年 ６０１，３７５ ３０

７２１，４３８ ３４

６１０，０００ ３０

概
　
要

パ
　
　
ン
　
　
ジ
　
　
ー

５ヶ年平均

カ
　
ラ
　
ン
　
コ
　
エ

シ
　
ン
　
ビ
　
ジ
　
ウ
　
ム

５ヶ年平均

２２年見通し

入荷量は昨年並みか。夏の猛暑で１０月・１１月入荷のものが、この月にずれ込んだた
め。相場は昨年並みか。
昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（４４％）、２位奈良
（２０％）、３位三重（２０％）となっている。

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２２年見通し

入荷量は昨年並みか。２．５号～４号鉢以下が主体となる。相場は昨年同様、中値での値
動きとなりそう。
昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位岐阜（５３％）、２位埼玉
（３３％）、３位茨城（１２％）となっている。

２２年見通し

入荷量は夏の猛暑の影響で、花芽がとんだり、腐りが発生し昨年より減少か。大型系品種
は遅れ気味。中・小型のアーチ仕立てに注目が集まりそう。
昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（５２％）、２位徳島
（１２％）、３位高知（７％）となっている。

単位：鉢、円／鉢
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１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 54,780 119.4 6,753,694 108.3 123 73.7 522,572 126 52,549,868 126 101 96.5

トマト 240 83.1 68,951 98.7 287 108.7 2,285 148 812,080 197 355 130.7

たまねぎ 23,670 110.9 799,561 97.2 34 101.1 220,028 149 9,602,316 171 44 115.0

にんにく 1,605 84.9 365,923 162.9 228 225.4 14,200 94 2,564,356 183 181 172.9

ねぎ 4,000 137.2 382,565 106.9 96 95.8 34,566 147 3,167,104 127 92 91.1

ブロッコリー 5,280 112.1 821,697 110.0 156 82.3 27,885 110 4,729,537 114 170 104.2

結球キャベツ 605 51.7 21,588 47.9 36 113.0 13,973 112 528,375 118 38 105.0

にんじん・かぶ 10,004 203.4 363,020 146.0 36 68.7 45,798 139 1,968,304 111 43 84.9

ごぼう 3,621 92.6 191,101 115.3 53 105.9 26,064 97 1,396,128 119 54 122.6

えんどう 150 776.5 36,831 985.0 246 99.0 1,544 230 404,030 287 262 117.4

アスパラガス 563 89.1 359,486 90.2 639 93.8 8,409 116 4,116,273 108 489 88.2

まつたけ 576 120.7 1,988,538 98.7 3,453 60.3 1,196 107 3,761,992 101 3,146 79.0

しいたけ 254 142.9 65,274 141.6 257 88.4 3,629 125 916,958 136 253 107.8

かぼちゃ 181 187.9 19,311 141.9 107 67.2 81,297 99 5,488,098 115 68 111.3

果実（生鮮・乾燥） 140,801 91.1 14,914,418 88.8 106 83.9 1,464,946 92 171,813,286 97 117 105.0

バナナ 92,066 88.3 6,307,930 81.8 69 77.4 840,947 86 58,786,212 78 70 94.9

パイナップル 10,610 90.9 647,156 85.9 61 98.8 104,365 95 6,600,886 94 63 100.8

レモン 3,191 74.3 344,805 74.5 108 81.9 39,405 100 4,954,150 113 126 108.7

オレンジ 8,736 104.1 909,864 127.6 104 104.9 94,486 111 9,220,855 112 98 100.2

グレープフルーツ 3,748 118.0 221,192 150.8 59 81.8 147,278 93 13,472,194 99 91 103.4

メロン 3,417 142.0 260,618 141.6 76 84.6 22,979 93 2,318,391 89 101 95.8

ぶどう 636 468.2 165,863 506.7 261 97.2 8,033 144 1,354,151 152 169 91.1

キウイ 5,562 71.4 1,469,839 70.7 264 78.2 56,453 105 17,514,426 109 310 92.4

いちご 649 100.9 509,144 91.1 784 76.0 1,866 94 1,520,738 87 815 91.7

切花（生鮮・乾燥） 4,901 113.3 3,634,567 113.7 742 91.9 31,210 113 22,884,135 112 733 99.8

鳥獣肉類 150,673 124.5 60,818,992 119.8 404 80.4 1,317,067 109 560,231,006 108 425 99.9

牛肉（くず肉含む） 52,115 143.3 19,128,142 131.3 367 67.7 369,629 104 149,906,044 109 406 104.8

豚肉（くず肉含む） 55,705 110.0 29,225,277 109.9 525 98.9 576,228 108 302,227,840 108 524 100.1

鶏肉 36,443 129.0 8,555,118 145.3 235 66.3 309,278 125 69,806,740 114 226 96.9

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 138,132 107.7 79,802,323 115.7 578 88.1 1,286,711 100 669,762,646 99 521 99.8

まぐろ類 19,485 118.5 18,380,833 148.6 943 88.5 159,663 100 126,105,783 89 790 91.4

さば・さんま・あじ・いわし 5,128 112.2 839,552 137.1 164 105.5 57,633 77 9,261,068 72 161 93.2

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 1,181 42.1 678,520 58.0 575 126.5 15,641 109 5,399,492 115 345 117.0

うんしゅうみかん 9 112.0 12,012 133.6 1,347 157.2 246 199 121,339 133 493 367.5

りんご 83 15.2 38,390 23.9 463 155.6 13,506 122 3,780,056 140 280 108.1

なし 484 33.8 246,968 43.3 511 120.3 542 35 273,524 44 505 125.2

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 291,283 107.2 - - - - 2,037,832 95 - -

緑茶 210 143.7 410,899 153.5 1,961 103.0 1,599 113 3,100,693 125 1,939 110.9

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

９ 月 ま で の 累 計
品 名

９ 月

主要農林水産物の輸出入実績 （２０１０年）
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全  国 平成17年＝100 
消費者物価指数 
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農業物価指数 （平成17年＝100） 
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 21年平均 95.7 98.0 100.7 91.5 98.5

22年 5月 99.7 116.8 104.0 102.9 102.9 22年 5月 97.8 97.1 106.2 91.3 99.1

 6月 99.7 111.6 119.4 103.5 102.3 6月 99.0 97.1 111.4 114.3 102.0

 7月 99.2 107.8 100.4 104.0 102.2 7月 99.1 97.1 105.8 132.3 101.0

 8月 99.5 114.3 114.0 103.6 103.3 8月 98.6 96.4 102.8 121.5 99.2

全

 

国

 

 9月 99.8 123.2 122.8 103.4 104.2 9月 106.3 93.0 129.3 119.3 100.6

21年平均 100.9 100.6 100.0 102.4 103.6   

22年 5月 99.4 110.1 96.7 100.8 101.1 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

 6月 99.5 107.4 114.0 101.3 102.9  

 7月 99.1 101.8 98.4 100.1 97.5

 8月 99.6 109.7 111.3 98.8 99.0
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 9月 99.7 116.7 114.8 100.7 102.1

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 
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 ５kg １kg 100g 1kg 

21年平均 2,236 158 172 603 419 313 142 314 203 510 615 201 447 

22年 5月 1,978 224 246 701 470 369 163 364 259 434 620 195 476 

 6月 2,003 170 206 750 381 366 152 322 230 458 504 179 504 

 7月 1,982 155 176 717 309 382 168 391 217 469 524 175 560 
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単位 

 

年 月 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

21年平均 604 312 382 143 254 682 603 162 166 326 223 752 479 

22年 5月 - 278 333 120 228 724 557 166 153 302 220 700 420 

 6月 - 267 342 - 221 767 560 145 165 295 218 710 459 

 7月 - 285 349 - 215 769 569 144 176 288 212 731 420 

 8月 - 284 381 - 219 721 569 157 186 289 209 724 409 

 9月 906 291 365 - 234 735 563 154 178 288 215 742 412 
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